
国際センターだより
I n t e r n a t i o n a l  A c t i v i t i e s  C e n t e r

「国際センターだより」では、土木学会の国際活動の一端を紹介しています。国際センターが毎月発行している

「国際センター通信」と合わせて是非ご一読ください。

国際センターが企画するイベント（行事）については、以下のURLでアクセスし、「イベント情報＆開催報告」をご覧ください。

http://committees.jsce.or.jp/kokusai/　 土木学会国際センター 検　索

Event Calendar

土木学会誌 Vol.103 No.9 September 2018 54

第3回JSCE-CICHE
ジョイントワークショップの開催

　2018年6月1 ～ 2日、台湾・台中市にて第3回JSCE-CICHE

ジョイントワークショップが開催された。このジョイントワー

クショップはJSCEとCICHEの情報交換の強化を目的として始

まり、第1回目は台湾・高雄市、第2回は東京で開催された。

　今回は日本から大内雅博教授（高知工科大学）、白旗弘実（東

京都市大学）他台湾グループ、地震工学委員会、そして九州大学

大学院、高知工科大学大学院、法政大学大学院の学生が参加し

た。

　1日目のオープニングでは王炤烈CICHE会長、大内教授、白

旗教授によるあいさつがあり、その後基調講演が行われた。そ

の後、「Special Activity for Young Engineers」と題する若手

ワークショップが開催され、国籍問わず、数チームに分かれて

若手技術者が課題に取り組んだ。

　午後には4分野でパラレルセッションが開かれ、発表・意見

交換がなされた。2日目は、CICHEの案内による台中高速鉄道

（MRT）の駅工事現場や台中駅の新駅舎建築工事現場の現場視

察が行われた。

　来年第4回目を迎える当ジョイントワークショップは、日本

で開催を予定している。日台間の交流促進が今後も期待されて

いる。

　なお本ジョイントセミナーは

公益信託土木学会学術交流基金

による助成を受けて実施され

た。

プロジェクトグループ活動紹介

　プロジェクトグループでは、

①基準の国際化への取り組み、

②インフラ国際貢献・国際協力

アーカイブスの構築、③「世界

で活躍する日本の土木技術者シ

リーズ」シンポジウムを軸に活

動している。

　①基準の国際化への取り組みについて、国内の基準の国際化

の動向を踏まえて、現場の土木技術者にとって有益な情報の提

供を目指しており、この秋に基準に関するシンポジウムを開催

する予定である。

　②については、2014年土木学会創立100周年記念事業の一つと

して、日本のODA事業の関係者にヒアリングを行い、冊子にま

とめた。以降、アーカイブス・ワーキンググループを中心に、プ

ロジェクトのアーカイブス化を継続して行っている。今年度は

2件の新規プロジェクトを土木学会英語版HPに公開している。

　③については、世界各国で活躍する日本の土木技術者や土木

技術を広く紹介するとともに、日本の若手技術者に海外でのプ

ロジェクトの関心を高めてもらうことを目的としている。現在

までに11回のシンポジウムが開催され、本年度は2回開催する

予定である。

　プロジェクトグループの詳細な活動については、国際セン

ターHPをご覧いただきたい。

（http://committees.jsce.or.jp/kokusai12/）

News Pick Up !!

台中高速鉄道工事現場にて

2018年1月に開催された世界で活躍
する土木技術者シリーズ第11回シン
ポジウム
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